
一62一

幾残芋･･浅㌣※旦

×汽艇

灘鰯

1霧繕鰯繁轟

r石岡｣地域は茨城県の中部にある･水戸の

南･霞ヶ浦の北という位置で地域の大半は広大

しようそう

な常総台地の占めるところとなっている｡し

たカミってr石岡｣の地質図を開いての第一印

象はrまっ黄色な図幅｣ということ･台地の

表層を構成する更新世後期の地層がベタｰ色

に図幅地域の大半を塗りつぶしている一それ

より上位の関東ロｰム層などは地質図には省

略してあるので一からである.

こうした単調な図幅なら調査も簡単･報告

も手軽と思われるかも知れないがそれはそ

れやはりそれなりの苦心はあるものである･

例えば東西20数krn･南北10数kmの地域

一面に広カ…っている台地構成層の場合岩相･

層厚･基底面の性状などの側方変化について

どこから説明を始めどんな順序で述べていげ

ば全体的な傾向をより分りやすく記載すること

ができるかなかなか難しい.

の見和層上部層について

カミ異なることを指摘しているカミ

からんで興嚇ミある.

｢石岡｣図幅の一つの特色は

本の層序試錐を核とし

茨城台地の地下地質を解明していることである.

推定された台地の東西における地下構造の差は

でも地下水分布の顕著な不連続として現われている

この報告では厚さ10～15m

その上半と下半とで岩相変化の傾向

海進･海退に伴う環境変化と

地質調査所でかつて行った2

既存の多数の深井戸資料を使って東

地質学的に

水理地質の面

石岡付

近で酒･醤油など醸造業カミ音から盛んであったのもこのよう

な地質学的背景があったのかと理解される･この地域の地域

の地下構造については更に浅層反射法や電気探査による検証

が行われているがその結果が期待される.

｢石岡｣地域には台地の他北西隅にわずかに山地がかか

っている.ここは二畳紀又は中生代前期と漠然とした時代

でしか述べていない古期堆積岩類それを貫く白亜紀末ないし

古第三紀初頭の花商岩からなっている｡見和層より古い第四

系としては山麓部に友部層台地地域に石崎層･笠神層(新

称)が見られる.見和層は下部層(河谷を埋積した泥質層)･

中部層(扇状地性の礫層)･上部層(台地を構成する浅海成層)

に区分される.それより新らしい地層は河成の段丘礫層･

茨城粘土層･風成のロｰム層及び沖積層である･
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